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 Ⅰ 概要 

本学院は平成 16年に創立されました。当初、無認可校からはじまった当学院は、創立 13年目、

平成 28年 4月から学校法人として認可された専修学校として新しい歩みをはじめました。 

本学院の教育は生命の尊厳を第一とし、動物の保健・医療・福祉に関する専門知識および技術

の修得を目標に掲げています。 

教育水準の向上や活性化に努めるとともに、その社会的な責任を果たし、与えられた使命を達

成するために、自らの責任において教育研究活動や管理運営等について自己点検評価、学校関係

者評価等をとおして高位平準化に努めてきたところです。 

このような中、令和元年 6月に「愛玩動物看護師法」が成立し、動物看護学科は令和 4年より

同法の施行に伴い、本学院愛玩動物看護師の養成を目的に 3年制とし、令和 4年 4月 1日に本学

院は国家試験受験可能となる養成所と指定されました。今年度学院体制の充実等様々な課題につ

いて取組みましたのでご報告いたします。 

Ⅱ 基本的運営方針 

〈 基 本 理 念 〉 

  生命を尊重し、動物と人間社会に真の絆を築き、 

動物の保健・医療・福祉・愛護および適正飼養の分野に貢献できる人材の育成 

〈 教 育 目 標 〉 

1 命の尊厳を基盤に、動物の権利を尊重し、かつ豊かな人間性を養う。 

2 動物の保健・医療・福祉・愛護および適正飼養にかかわる専門職としての知識、技術および態

度を養う。 

3 広い視野に立ち、生涯を通じ課題探求と問題解決力を養う。 

〈   院   訓   〉 

敬 天 尊 命 

 

Ⅲ 令和 5年度の重点目標及び計画と進捗状況及び実績 

1 教育の質の向上 

目標 愛玩動物看護師養成所の指定後の整備 

実績 新カリキュラムの構成。新 3 年生教室の整備。学生総数の増加に伴う駐輪場等の拡

充整備 

 

目標 引き続き高等教育の修学支援制度対象校としての、教育機会の向上を図る。併せて

奨学金制度の積極的な利用推進 

実績 令和 5 年度修学支援更新決定 

令和 5 年度修学支援実績 1 年生 9 名、2 年生 10 名の支援実施 

奨学金制度利用実績 1 年 28 名、2 年 30 名が利用 

     

2 学校運営の点検・評価・再構築 

目標 自己点検評価、学校関係者評価制度の結果に基づき、学校運営の向上を図る。 
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実績 令和 4 年自己点検評価実施 

   令和 5 年 9 月 20 日学校関係者評価実施 公表予定 

3 九州動物学院 20 周年史の編纂 

令和 6 年（2024 年）4 月 7 日学院は創立 20 周年を迎える。令和 6 年 4 月 12 日に「記念

フォーラム」の開催。「20 年史」発刊予定。（現在準備中） 

 

4 基本理念、教育目標の実効性の担保 

目標 「卒業認定・学位授与」（ディプロマ・ポリシー）、「教育課程編成・実施の方針」（カ

リキュラムポリシー）及び「入学者受け入れの方針」（アドミッションポリシー）を策

定し、より具体的な教育実践につなげる。 

実績 令和 3 年 4 月 1 日 3 つのポリシーを定め、ホームページに掲載し学生募集等で案内

活動 Ⅵに記載 

 

5 学生募集の強化 

目標 安定した学生数の確保が可能となるよう組織と広報手法の改善を行い、強化を図る。 

実績 令和 5 年度は高等学校との連携強化を図り、入試制度などについて高校側と協議を

重ねた。高校担当教師を招き九動進学説明会を実施。15 高校から 15 名の参加者があ

り、昨年度を高等学校長推薦枠、自己推薦枠、一般入試と多様な出願希望に沿った入

試を行った。 

 

  6 国際交流の推進 

    目標 海外の動物に関わる大学、専門学校に関して学生職員間の相互交流や共同研究をと

おして国際交流ならびに獣医療及び動物福祉の発展に寄与する。 

    実績 令和 4 年 1 月 4 日、獣医学部を擁するインドネシア国立ウダヤナ大学（バリ州）と

九州動物学院は獣医療に関する共同研究や学生職員間の相互交流の推進等に関して

MOU（覚書）を締結した。 

 

Ⅳ 学院運営体制 

⑴ 学校法人昭德学園役員 

理事 氏 名 評議員 氏 名 

理事長 德田 昭彦 評議員 德田 昭彦 

理事 牛島 浩 評議員 山田 進二 

理事 山田 進二 評議員 須崎 晋一 

理事 須崎 晋一 評議員 本田 公三 

理事 本田 公三 評議員 芝田 猛 

監事 本山 桂子 評議員 森下 久男 

監事 中原 孝 評議員 大川 恵子 

 評議員 白石 史絵 

評議員 吉川 文香 

評議員 米田 順子 

評議員 前田 しのぶ 
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⑵専任教員・職員・講師 

１．専任教員 

氏 名 職 務 担 当 科 目 

德田 昭彦 学院長 講話、動物外科看護学実習Ⅰ 

山田 進二 顧問 講話 

本田 公三 

髙木 弘和 

副学院長 

教頭 

生命倫理・動物福祉 

掃除学、販売学、プレゼンテーションスキル 

大杉剛生 主幹（学術担当） 公衆衛生学、比較動物学、動物看護関連法規、動物愛護・適正飼養関連法規 

津田 圭子 

工藤 正則 

森元 和昭 

西島 信彦 

主幹（教務担当） 

主幹（学生担当） 

主幹（危機管理担当） 

学生課長 

動物栄養学、動物臨床看護学各論、愛玩動物学 

 

 

ライセンス対策 

井上 竜一 教務課長（1 学年担任） 愛玩動物飼養Ⅰ、人と動物の関係学、動物生活環境学、飼育実習 

林 典子 

宮村 信也 

事務長 

教務課主任（2 学年担任） 

＠ 

就職支援 

紫垣 知江 学生課主任  

橋本 沙耶 

髙橋 理美 

後藤 翔太 

教務課主事（2 学年副担任） 

事務局主事 

教務課主事（1 学年副担任） 

トリミング実習、飼育実習 

 

飼育実習 

２．講 師 

氏 名 担 当 科 目  

池上 美紀 動物内科看護学、動物臨床看護学総論 

石井 崇志 動物内科看護学、動物臨床検査学 

石井 実生 動物臨床看護学各論（飼育動物）、動物外科看護学Ⅰ、動物感染症学（寄生虫学） 

井手 浩信 動物理学療法 

古田 祥史 動物感染症学（総論・微生物学）、動物病理学 

大川 恵子 動物看護総合実習 

大塚 敦子 動物行動学Ⅰ、愛玩動物学 

小山 房子 パソコン学 

北島 眞実子 動物形態機能学、動物皮膚病学、動物形態機能学実習 

合志 潤子 動物看護総合実習、動物臨床看護学実習 

白石 史絵 

島本真由美 

田嶋 義高 

動物看護総合実習、動物臨床看護学実習、医療コミュニケーション 

保護猫譲渡活動、ミルクボランティア 

分子遺伝学入門、看護職支援 

長倉 絵里花 

中嶋 友美 

トリミング実習 

訓練学Ⅰ 

黒田 将仁 動物臨床検査学実習Ⅱ、動物外科看護実習Ⅱ 

仁木 隆博 動物薬理学Ⅰ・Ⅱ、動物感染症学（病原体・衛生管理） 

西川 文 動物歯科学 

兵藤 陽子 英会話 

福田 由吏 ビジネスマナーⅠ・Ⅱ 

前田 しのぶ ペットアロママッサージⅠ・Ⅱ 

増子 元美 動物適正指導論 

片岡 玖美 訓練学Ⅱ 
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山中 彩紗子 動物行動学Ⅱ 

吉川 文香 動物内科看護学実習 

米田 順子 動物看護学概論 

Ⅴ事業別報告 

1 教務関係 

① 学生数 3/15 現在 1 年生 58 名  動物看護学科 34 名（退学 1） 

動物管理学科 24 名 

2 年生 56 名 動物看護学科 46 名(休学 1、退学 1） 

動物管理学科 10 名 

② 試験 １、2 学年前後期試験を実施 

③ 資格試験 

・愛玩動物看護師国家試験既卒者 28 名受験 14 名合格（合格率 50％、昨年度国家試験

62.8%） 

・PSG トリマーB 級         5 名受験    5 名合格  （    100％） 

・PSG トリマーC 級          32 名受験   20 名合格  （      62.5％） 

・愛玩動物飼養管理士 1 級      8 名受験      6 名合格  （75％ 90.9％） 

・愛玩動物飼養管理士 2 級     61 名受験      46 名合格  （82.1％ 86.0％） 

・その他のライセンス％ 

 日本アロマコーディネーター、家庭犬トレーニングインストラクター、コミュニケー

ション検定初級、ドッグ検定 2 級、ドッグケアアドバイザー検定、ドッグトレーニン

グアドバイザー検定、犬の食養生検定等 

④ インターンシップ 

・50 か所以上のインターンシップ先（動物病院 トリミングサロン ペットショップ 

その他）で実習を実施。2 年生 90％以上がインターンシップ先で就職内定 

⑤ 飼育動物 

・犬 17 頭、猫 12 頭、保護猫等 26 頭、エキゾチック 50 頭（ハト 4、カラス 8、ニワト

リ 2、イグアナ 1、ウズラ 5、カメ 26、クジャク 1、ニホンザル 1、マウス 0、ウサ

ギ 1、ワニガメ 1）計  105 頭 

⑥ 保護猫受入れ譲渡活動（R5.4.1～R6.3.15） 

・受入頭数 17 頭、譲渡頭数 12 頭 第 8、9 回譲渡会開催 

⑦ ・動物介在活動 AAA  新型コロナ感染症対策のため中止 

・動物介在教育 AAE  新型コロナ感染症対策のため中止 

・動物介在療法 AAT  新型コロナ感染症対策のため中止 

2 学生募集 

⑧ オープンキャンパス 13 回実施  

参加者生徒延べ 306 名（実数 224 名、昨年度 191 名）保護者 177 名（生徒 17.2％増） 

・県外からの参加者が増え、入学者増につながっている。 

⑨  プレスクール 4 回実施、対象 2024 年度入学者    

⑩ 九動進路説明会令和 5 年 6 月 20 日 14：004F 

・千原台、専玉、慶誠、熊農、菊農、鹿本農、翔陽、志成館、鎮西、上天草、牛深、

御船、阿蘇中央、大津、鹿本商工 15 校 15 名参加）欠席校 2 校 2 名（昨年 7 校 7 名） 

・内容：概要、3 年制動物看護学科、就職状況について 

⑪ 高校学校ガイダンスに出席（九動来校含） 
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8 ヶ所 参加数 258 名   

⑫ 高校訪問 九州・沖縄・広島    

 

⑬ 資料請求者 1888 件（咋年度比 1.1％増、昨年度 1866 件） 

  

 2 出願者と入学者選考 

 

3 就職状況 

 

4 学院行事 

① 海外研修 20 期生令和 6 年度 2 年次予定 

② 校外研修 6 月 9 日（金）阿蘇ファームランド、カドリードミニヨン 

③ 校外合宿研修 1 年生 58 名全員参加 

・日 程 令和 5 年 10 月 29 日（日）～11 月 3 日（）5 泊 6 日 

・国立阿蘇青少年交流の家、南小国町農家にファームステイ、かじかの森 

・引率 髙木、津田、宮村、工藤、西島、井上、紫垣、髙橋、橋本、後藤、島本 

④ レクリエーション 

5 月 17 日実施、バレーボール（県立体育館） 

10 月 18 日実施 ドッジボール（県立体育館） 

⑤ 九動祭 12 月 10 日（日）10：00～16：00 来場者 363 名 実行委員長 2 年堀色葉 

⑥ 竜之介・九動合同動物慰霊祭 12 月 10 日（日）9：00 学院 4F 

 

5 職務分担 

  德田竜之介 学院長 

  山田進二  顧問 

本田公三  副学院長 

髙木弘和  教頭 

大杉剛生  主幹 

津田圭子  主幹 

工藤正則  主幹 

 合計 熊本 福岡 大分 佐賀 長崎 鹿児島 沖縄 広島 

訪問高校 209 92 11 6 4 10 23（種子島 2） 25 22 

総会数 329 198 19 6 5 11 26（ 〃 ） 25 22 

 令和 5 年度 令和 4 年度 令和 3 年度 令和 2 年度 令和元年度 

AO — ― ― ― 33 名 

高等学校長推薦 52 50 50 47 5 名 

自己推薦 11 11 11 13 10 名 

一般 7 4 4 1 6 名 

出願合計 70 名（8 不合格、3

辞退） 

66 名（5 不合格、 

2 辞退） 

65 名（4 不合

格、2 辞退） 

61 名（4 不合

格、2 辞退） 

54 名 

入学予定者 59 名 59 名 59 名 55 名 54 名 

2 年生動物管理学科（10 名）就職内定者 8 名（2024.3.15 現在） 

ペットショップ 1、九州盲導犬協会 1、熊本県動物愛護センター3、トリミングサロン 3 
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森元和昭  主幹 

西島信彦  学生課長 

井上竜一  教務課長 1 学年担任 

紫垣知江  学生課主任 

宮村信也  主任、2 年担任 

橋本沙耶  教務課主事 2 学年副担任 

後藤翔太  教務課 1 学年副担任 

林典子   事務長 

髙橋理美  事務局主事  

 

Ⅵ 九州動物学院 3つのポリシー 

本学院の教育理念、教育目標を実現するために、次の３つのポリシーを定める。 

Ⅰアドミッションポリシー（Admission Policy 入学者受け入れ方針） 

   本学の基本理念、教育目標、ディプローマ及びカリキュラムポリシーの目的達成のために以

下の入学者を求める。 

1動物を愛し、その生命を尊重できる者 

2 動物の保健、医療、福祉、愛語および適正飼養分野で活躍するために必要な知識と技術を

主体的に学ぶ意欲のある者 

3 動物医療者あるいは動物管理者としての使命感と倫理観をそなえ、社会に貢献したい意志

のある者 

4 チーム医療を担える協調性をもち、動物と飼い主に対しおもいやりをもち、信頼関係を構

築できるコミュニケーション能力をもつ者 

5 本学のカリキュラムを理解し積極的に挑戦し、困難に立ちむかい、問題を解決する自己能

力の向上に努める意欲のある者 

Ⅱカリキュラムポリシー（Curriculum Policy 教育編成・実施の方針） 

    学院の基本理念である生命を尊重し、動物と人間社会に真の絆をきづき、動物の保健、衛生、

福祉の分野に貢献することを目標に基礎動物学、基礎動物看護学、臨床動物看護学、愛護・

適正飼養学、実習分野の科目を体系的に授業展開し、ディプロマポリシーの達成をはかる。 

1動物看護学と管理学を基礎的体系的に理解し、動物看護と管理の学びを深めてゆく。 

2 動物看護と管理の実践で基本的な能力を身につけ、専門職としての基盤である対動物、対

人支援能力を育む。 

3実習を通じ幅広い看護観と管理観を養い、段階的反復的な実習で実践力を養成する。 

4 動物看護と管理の役割を理解し、連携、協働する教育を課外活動と科目に連動させて編成

している。 

Ⅲディプロマ・ポリシー（Diploma Policy 卒業認定および専門士の授与に関する方針） 

    本学院は基本理念、教育目標に定める人材を養成するため所定の期間在学し、定められた

専門分野に関する知識、技能、教養力を身につけ、所定の単位を習得する。学院の定める試

験に合格し、動物の保健、医療、福祉、愛語および適正飼養の向上に寄与することができる

学生に卒業を認定し専門士の称号を授与する。 

 


